
児童用デジタル教科書について 

2022年度より一人一人のタブレット端末でも一部の教科書が開けるようになりました。 

※学校ごとに算数、理科、英語を選択しています（宮城小学校は「英語」のみ導入されています） 

 

＜児童用デジタル教科書＞ 

 

＜デジタル教科書の機能＞ 

●デジタル機能の活用による教育活動の一層の充実 

（例）拡大縮小、共有、音声読み上げ、ルビ、検索、保存 等 

● デジタル教材との一体的使用 

（例）動画・アニメーション、ドリル・ワーク、参考資料 等 

 

 

＜特別支援教育等における活用例＞ 

● 視覚障害のある児童による拡大機能や音声読み上げ機能の活用 

● 発達障害のある児童による音声読み上げ機能や、文字の大きさ、背景色、テキストの変更機能の活用等 

 



＜デジタル教科書の活用例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞東京書籍のホームぺージより引用 



＜デジタル教科書の活用による効果＞（英語の例）※宮城小学校は英語のみ導入されています 

 

 

 

 

＜学習効果を高める工夫＞（英語の例） 

 

●デジタル教科書のネイティブ・スピーカー等が話す音声を自分に適した速度や 

聞き逃した部分などを重点的にきくことによって、語彙の表現の習得が可能になる。 

●現在学習している単元だけではなく、既習単元の音声についても必要に応じて聞

き直すことで、既習事項の定着や家庭学習でも活用できます。 

●文字や図を大きくすることで見やすくなります。 

●音声を聞いて気付いたことや工夫をデジタル教科書にメモすることで、コミュ 

ニケーションの時に確認することが可能となる。 

●ペアでのやり取りにおいて、分からない表現などをデジタル教科書ですぐに確 

認することやデジタル教科書の音声を手本にすることで、より適切な英語を 

使ったコミュニケーションが可能になる。 

●一人一人の書きこみを大型ディスプレイに映してクラス全員で見ることができ

ます。 


